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	南海トラフ地震・首都直下地震等
大規模災害時の応援のあり方に関する検討会

	　１　南海トラフ巨大地震発生時の受援体制の位置づけ
	スライド番号 3
	　３　県内被災市町村支援
	　４　徳島県の県外被災地支援
	　５　被災地支援から得られた知見

